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XMLSpy チュートリアル
このチュートリアルでは XML の概要を理解し、数々の重要な XML のタスクを体験することができます。これにより、
XMLSpy の最も重要な機能を学習します。

このチュートリアルは以下のように構成されます:

XMLSpy インターフェイス。アプリケーションのグラフィカルユーザーインターフェイス (GUI) を詳しく理解することができま
す。 
XML スキーマの作成。XMLSpy の直感的なスキーマビューにて  XML スキーマを作成する方法、ドラッグアンドドロッ
プにより複雑なコンテンツモデルを作成する方法、そしてスキーマの設定方法を学習します。 
スキーマビューの機能を使用。複合型ならびに単純型、グローバルな要素参照、そして属性の列挙の作成方法を学習
します。
スキーマビューを使った スキーマのナビゲーション方法  スキーマのナビゲーション方法を学習します。
XML ドキュメントの作成。スキーマを XML  ドキュメントに割り当て、グリッドビューやテキストビューを使ってXML  ドキュ
メントを編集する方法、そして XMLSpy に組み込まれているバリデーターを使用して、XML  ドキュメントを検証する方
法を学習します。
XSLT スタイルシートを使用して XML ファイルを変換する。XSLT ファイルを割り当て、XMLSpy に組み込まれた
XSLT エンジンを使用することで変換を行います。
XMLSpy  プロジェクトにて作業する ことにより、XML ドキュメントを簡単に整理することができます。

インストールと設定
このチュートリアルは、あなたのコンピューターに XMLSpy がインストールされており、無料評価キーコードを受け取っている
か、登録されたユーザーであることを前提としています。XMLSpy の評価版の機能は製品版と変わりませんが、その使用は
30日間に限定されています。XMLSpy の一般ライセンスは、Altova のセキュアーウェブサーバ、または販売店からお求め
になれます。

チュートリアルファイル
チュートリアル ファイルはアプリケーション フォルダにあります:

C:\Documents and Settings\<username>\My Documents\Altova\XMLSpy2017\Examples
\Tutorial

 Examples フォルダーには色々なことを試すための XML ファイルが配置されており、Tutorial フォルダーには、このチュ
ートリアルで使用される全てのファイルが含まれています。

アプリケーションフォルダー内の  Template  フォルダー（通常は c:\Program Files\Altova になります）には「ファ
イル | 新規作成」 メニューオプションから選択できる全てのXMLテンプレートファイルが収められています。これらのファイルに
は必要なデータ（名前空間と XML 宣言）が記述されており、すぐに作業を始められるようになっています。
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XMLSpy インターフェイス1

チュートリアルのこのセクションで、 XMLSpy を開始してインターフェイスについて理解することができます。

XMLSpy の開始
XMLSpy を開始するには、デスクトップの XMLSpy アイコンをダブルクリックするか、または 「スタート | すべてのプログラ
ム」 メニューを使用して XMLSpy プログラムにアクセスします。XMLSpy は、ドキュメントがインターフェイス上で開かれてい
ない状態で開始されます。 XMLSpy を開きます。

インターフェイスの概要
XMLSpy インターフェイスのデフォルトのビューは３つの垂直のエリアにより構成されています (下のフィギュア) の 3 つのウィン
ドウにより構成されています: (i) プロジェクトと情報ウィンドウ; (ii) メインと出力ウィンドウ; そして (iii) 入力ヘルパーウィンド
ウ。プロジェクトウィンドウを確認してください。  XMLSpy を最初に開始した時にデフォルトで開かれる、サンプルプロジェクト
が表示されています。

以下は、インターフェイスのレイアウトと多種のコンポーネントの機能を理解するために役に立つ主要なポイントです。チュート
リアルのこの最初のパートのサブセクションはインターフェイスに慣れ親しむために役に立ちます。 

メインウィンドウ内のドキュメントバー: 複数のドキュメントが開かれている場合、各ドキュメントはメインウィンドウのドキュメン
トバーのタブに表示されています (図を参照)。タブをクリックすることでドキュメントをアクティブ化することができます。 ドキュメ
ントバーの右側の矢印をクリックすることでドキュメントタブをスクロールすることができます。(例えば、 Examples プロジェクト
から) 2 つ以上のファイルを開き、タブの動作について確認してください。 

ドキュメント編集ビュー: アクティブなドキュメントは適用することのできる複数の編集ビューの 1 つにより表示することができ
ます。例えば:

XML (.xml) ドキュメントはテキストビュー、グリッドビュー、 Authentic ビューで表示されますが、スキーマビューな
どの他のビューでは表示することができません。
XML スキーマ (.xsd) ドキュメント、他方、テキストビュー、グリッドビュー、スキーマビュー、ブラウザービューで表示さ
れますが、 Authentic ビューでは表示することができません。

以下のビューを使用することができます: テキストビュー グリッドビュー スキーマビュー  Authentic View-　ビュー 、お
よびブラウザービュー。
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入力ヘルパー: 入力ヘルパーウィンドウはアクティブなドキュメント(例えば XML または XSD または CSS または
WSDL) および、現在アクティブなドキュメントビュー(例えば、テキストビューまたはスキーマビュー) に従い変更されます。入
力ヘルパーによりアクティブなドキュメントをコンテキストに敏感な編集サポートにより素早くかつ正確に編集することができま
す。 
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表示1.1

チュートリアルのこのパートでは以下を学ぶことができます: (i) ドキュメントの編集ビューの切り替え、および (ii) 特定のドキュ
メントの型のデフォルトの編集ビューの変更。

ドキュメントビューの切り替え
ドキュメントを開くと、そのドキュメントの型のために設定されたデフォルトのビューで開かれます。 ドキュメントを以下の方法で
開きます:

1. 「ファイル | 開く」コマンドをクリックします。
2. C:\Documents and Settings\<username>\My Documents\Altova\XMLSpy2017

\Examples\Tutorial フォルダーにあるファイル Address.xsd を参照し選択します、「開く」 をクリックする
とファイルがスキーマビューで開かれます。

3. メインウィンドウの下にあるビュータブをクリックして多種のビュー (テキストビュー、グリッドビュー、など) を切り替えること
ができます。 XML スキーマドキュメントはテキストビュー、グリッドビュー、スキーマビューおよびブラウザービューで表示
されます。

4. 「表示」 メニューのオプションからビューのオプションを選択してビューを変更することができます。「表示」 メニューコマ
ンドを使用して AddressFirst.xsd ドキュメントのビューを切り替えてください。

5. 「ファイル | 閉じる」 を使用してドキュメントを閉じてください。

ドキュメントの型のデフォルトのビューの変更
.xsd 拡張子を持つすべてのドキュメントは、デフォルトでスキーマビューで開かれます。全ての型のドキュメントのデフォルトで
開かれるビューをオプションダイアログで変更することができます。ここでは、.xsd ドキュメントを使用して行います。

1. 「ツール | オプション」 コマンドをクリックし、ファイルタイプタブに移動します (下のスクリーンショット参照。)。
2. 「ファイルタイプ」 ペインで、 .xsd にスクロールして選択します (スクリーンショットでハイライトされています)。
3. 「デフォルトのビュー」 ペインでテキストビューを選択します。



(C) 2017 Altova GmbH

XMLSpy インターフェイス 5XMLSpy チュートリアル

Altova XMLSpy 2017 Enterprise Edition

4. 「OK」 をクリックします。
5. 「ファイル | 開く」 コマンドをクリックして、 AddressFirst.xsd ファイルを開きます。ファイルはテキストビューで
開かれます。

6. スキーマビューに切り替えて、ファイルをこのビューで表示し、ファイルを 「ファイル | 閉じる」 を使用して閉じます。
7. 「ツール | オプション」を使用して、オプションダイアログに戻り、 ファイルタイプタブで .xsd ファイルのデフォルトのビュ
ーをスキーマビューに戻します。

メモ: オプションダイアログのファイルタイプのタブで (上のスクリーンショット) リストされるファイルの拡張子のデフォルトのビュ
ーを変更することができます。ファイルの拡張子は 「新たな拡張子を追加」 ボタンを使用してリストに追加すること
ができます。
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ウィンドウ1.2

デフォルトでは、複数のウィンドウがメインウィンドウの周りに表示されて (下のスクリーンショット参照) 次のウィンドウのグルー
プに整理されています:

プロジェクトウィンドウ
情報ウィンドウ
入力ヘルパー (現在アクティブなドキュメントの型により複数存在します)
出力ウィンドウ: メッセージ、 XPath、 XSL アウトライン、ファイルの中を検索、スキーマの中を検索、

このセクションでは、ウィンドウのグループの表示のオンとオフ、ウィンドウのスクリーン上の移動方法の説明を行います。ウィンド
ウの表示の管理は、インターフェイス上のスペース管理が必要な場合役に立ちます。 

ウィンドウグループの表示のオンオフの切り替え
ウィンドウグループ (プロジェクトウィンドウ、情報ウィンドウ、入力ヘルパー、出力ウィンドウ) は、 ウィンドウ メニューのコマンド
でオンとオフを切り替えることにより、表示または非表示にすることができます。表示されたウィンドウグループはタイトルバーを右
クリックしてコマンド 非表示 を選択することで非表示にすることができます。 非表示のウィンドウは ウィンドウ メニューを使用
してのみ表示することができます。 

C:\Documents and Settings\<username>\My Documents\Altova\XMLSpy2017\Examples

\Tutorial フォルダー内の XML ファイルを開き、基本のコマンドの使用を練習し、コマンドの作動方法に慣れ親しんでく
ださい。ウィンドウグループの表示と非表示に関しての詳細は 「XMLSpy インターフェイス」のセクションを参照してください。 

スクリーン上でウィンドウを移動する
個別のウィンドウは、インターフェイス上を自由にフロートまたはインターフェイス内でドッキングさせることができます。ウィンドウは
ウィンドウグループ内のタブとしてドッキングすることができます (ウィンドウグループは上で説明されています)。 例えば、下の
スクリーンショットでは、3つのタブ (グローバルウィンドウ、名前空間ウィンドウ、 ID 制約) 付きのウィンドウを持つ、コンポーネ
ントの入力ヘルパーがスキーマビューで表示されています。  
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ウィンドウは、以下の方法を用いてフロートまたはドッキングすることができます:

ウィンドウのタイトルバーをダブルクリックします。ドッキングすると、ウィンドウはフロートすることができます。フロートして
いると、ウィンドウは最後にドッキングしていた箇所にドッキングします。
ウィンドウのタイトルバーを右クリックして、必要なコマンド(フロート またはドッキング) を選択します。
(タイトルバーをハンドルとして) ウィンドウをドッキングされている場所からドラッグしてフロートさせます。フロートしてい
るウィンドウを (タイトルバーをハンドルとして) ドラッグしてドッキングする場所にドラッグします。  2 つのセットの青い
矢印が表示されます。外側の4つの矢印のセットにより、アプリケーションウィンドウ ( GUI の上、右、下、および左
端) に相対してウィンドウをドッキングすることができます。内側の矢印のセットは、 カーソルが現在置かれているウィン
ドウに相対してウィンドウをドッキングすることができます。ドラッグされたウィンドウを内側の矢印のセット (または、ウィ
ンドウのタイトルバーの上) の中心の下にドロップすることで、ドラッグされたウィンドウをドロップされたウィンドウ内のタブ
されたウィンドウとしてドッキングすることができます。 

タブされたウィンドウをフロートするには、そのタブをダブルクリックします。タブされたウィンドウをタブされたグループからドラッグする
には、タブをドラッグします。

スキーマビュー内で、 C:\Documents and Settings\<username>\My Documents\Altova
\XMLSpy2017\Examples\Tutorial フォルダーから XML スキーマファイルを移動させる練習をするには、上記の方
法でインターフェイス内でのウィンドウの移動に慣れ親しんでください。
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メニューとツールバー1.3

チュートリアルのこのセクションでは、 XMLSpy のメニューとツールバーの機能を学習します。

メニュー
2 つのメニューバーがあります: (i) ドキュメントが開かれていない時に表示されるデフォルトメニュー、および (ii)ドキュメントが
開かれると表示される XMLSpy アプリケーションメニュー全体。以下を行ってください:

1. メニューコマンド 「ファイル | 閉じる」 を使用してすべての開かれているドキュメントを閉じます。 デフォルトのメニュー
が表示されます。

2. AddressFirst.xsd ファイルを 「ファイル」 メニューの下にある最近開かれたファイルのリストからクリックして開き
ます。ファイルがスキーマビューで開かれている場合、メニューは XMLSpy アプリケーションメニューに変更されます。 

メニューは主に機能により整理されており、メニュー内のコマンドは、カーソルポイントまたはアクティブドキュメントの現在のビュ
ーの選択の場合のみ実行することができます。 メニューコマンドが有効化または無効化されているかを決定する要素を理解
するためには以下を行います :

1. 「スキーマデザイン」 メニューをクリックします。 「図の保存」  「表示設定」、および 「ズーム」 コマンドが無効化
されていることに注意してください (下のスクリーンショット)。

2. メニューの外側の空白をクリックして、メニューを消します。 要素コンポーネントの左横にある 図の表示 アイコン 
をクリックします。これによりスキーマビューのコンポーネントモデルビューに移動します (スキーマビューの 2 番目のビュ
ー; 1 番目のビューはスキーマ概要です)。スキーマデザインメニューを確認すると、 「図の保存」  「表示設定」 
および 「ズーム」 コマンドが有効化されていることが確認できます。これらのコマンドはスキーマビューのコンテンツモデ
ルビュー内のみで有効化されますが、スキーマビューのスキーマ概要またはその他のビューでは有効化されません。
 XML スキーマファイルはスキマービューのみで開かれることに注意してください。 

3. XML スキーマファイルもまた XMLファイルですから、このファイルもまたテキストビューおよびグリッドビューで XML ファ
イルとして表示されます。 XML ファイルに対して適用することのできるメニューコマンドすべてはこれらのビューで有効
化されます。スキーマビューとテキストビュー内の 「編集」 メニューのコマンドを (有効化または無効化されているかを)
比較してください。

4. 次に、テキストビューとグリッドビューの 「XML | 挿入」 メニュー内のコマンドを(有効化または無効化されているか
を)比較してください。このメニュー内のコマンドはグリッドビューのみで有効化されています。 

全てのメニューコマンドの詳細に関しては、ユーザーマニュアルの「ユーザーレファレンス」 のセクションを参照してください。

ツールバー
ツールバーの表示は現在のビューにより異なります。アプリケーションのデフォルトの設定は各ビューの正しいツールバーを表示
します、ツールバーは各ビューによって異なります。 ですが、カスタマイズダイアログ内のツールバー(「ツール | カスタマイズ |
ツールバー」、 下のスクリーンショット)によりカスタム化することができます。 
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ツールバーを GUI の周辺で移動させる練習をしてください。ツールバーのハンドルをクリックして、 GUI 内の希望する場所に
ドラッグします。 (ツールバーハンドルは各ツールバーの左横にある垂直の点線で表示されています。 下のスクリーンショット
参照)。 

以下の場所にツールバーをドラッグします: (i) ツールバーエリア内の他のライン、(ii) 他のツールバーの左側または右側l、
(iii) メインウィンドウの中央、 (iv) アプリケーションウィンドウの左側または右側 (この操作には、グラッブするハンドルがアプリ
ケーションウィンドウの左側または右側の上に置かれる必要があります)。

終了すると AddressFirst.xsd ファイルを閉じます。
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テキストビューの設定1.4

このセクションでは、再フォーマットされた ドキュメントの設定および編集中のブックマークの使用方法を学習します。ドキュメン
トが再フォーマットされると、テキストビューで表示され、 XML 階層の各下のレベルが前のレベルに比較してインデントされて
表示されます (下のスクリーンショット参照)。ブックマークにより、ドキュメントの位置をマークし、戻る場所を素早く検索する
ことができます。 

再フォーマット
再フォーマットには 2 つのステップがあります: (i) 再フォーマット をオンにして、インデントの数を設定します、そして (ii)  再
フォーマット を適用します。

1. C:\Documents and Settings\<username>\My Documents\Altova\XMLSpy2017

\Examples\Tutorial フォルダー内にあるファイル CompanyFirst.xml を開きます。 ( XML ドキュメント
を表示するデフォルトの設定がテキストビューでない場合、テキストビューに切り替えます)。

2. オプションダイアログ 「ツール | オプション | ビュー」下のスクリーンショット) ビュータブで 「インデントを使用」 チェッ
クボックスをチェックします。これによりインデントのある再フォーマットが (デフォルトの設定として) オンになります。終了
すると  「OK」 をクリックします。この設定はテキストビューで開かれるすべてのファイルに適用されます。

3. テキストビュー設定ダイアログを  「表示 | テキストビューの設定」 コマンドを使用して (下のスクリーンショット)　
開きます。タブペインでタブサイズを３に減らします。タブの挿入の率ボタンのデフォルトの選択をそのままにしておいてく
ださい。これにより再フォーマットのインデントが(スペースではなく) タブになるように設定されます、各タブは、3つの空
白の幅になります。終了すると  「OK」 をクリックします。 
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4. メニューコマンド 「編集 | 再フォーマット」をクリックします。 ドキュメントは、新しい タブ 値を持つように再フォーマッ
トされます。

5. テキストビュー設定 ダイアログ (「表示 | テキストビューの設定」) を開いて、視覚補助ペイン内の行末マーカーを
解除します。

6. テキストビュー内で、行末に移動して、行末マーカーを削除することにより、次のラインが上に移動します。
7. グリッドビュー に切り替えて、再度 テキストビューに切り替えます。 ドキュメントは、再フォーマットされ、削除された行
末マーカーが回復されます。

メモ: オプションダイアログのビュータブ内で (「ツール | オプション」 | ビュー、 上のスクリーンショット)、 インデントの使用
のチェックボックスのチェックを解除すると、すべての行はインデント無しに再フォーマットされます。

ブックマーク
マークする行の左側のブックマークマージンにブックマークを表示することができます。ドキュメントの行をブックマークして素早い
参照やアクセスを行うことができます。

1. テキストビューの設定 (「表示 | テキストビューの設定」、のスクリーンショット) で、ブックマージンのオプションがマー
ジンペインで選択されていることを確認します。完了すると  「OK」 をクリックします。

2. ファイル CompanyFirst.xml のテキストビューで、ブックマークするラインにカーソルをポイントし、 メニューコマンド
「編集 | ブックマークの挿入/削除」 を選択します。ラインはブックマークされ、ブックマークマージン内に青いブックマ
ークで表示されます(下のスクリーンショット参照)。

3. ステップ 2 と同様に、他のラインのブックマークを作成します。
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4. 「F2」 (またはコマンド 「編集 | 次のブックマークへ移動」)　を押して、ドキュメント内の次のブックマークへ移動し
ます。  「Shift+F2」 (またはコマンド 「編集 | 次のブックマークへ移動」) を押して、ドキュメント内の前のブック
マークに移動します。この2つのコマンドを制限なく繰り返すことができます。

5. ブックマークされたラインにカーソルをポイントして、メニューコマンド 「編集 | ブックマークの挿入/削除」 を選択する
と、ブックマークは削除されます。

6. 保存してファイルを閉じます。ブックマークの情報はファイルに保存されいないか、ファイルを再度開き確認してくださ
い。
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XML スキーマ：基本2

XML スキーマには XML ドキュメントの構造が記述されます。XML ドキュメントがスキーマ内で指定された要件に合致する
かを検証するために XML スキーマは使用されます。合致する場合、その XML ドキュメントは妥当であると言われ、そうで
ない場合は不正であると言われます。XML スキーマを使って XML ドキュメントで許される構造とコンテンツをデザインするこ
とができ、XML ドキュメントが妥当かどうか検証することができます。
 
XML スキーマドキュメントの構造と構文は複雑で、それ自体が XML ドキュメントになっています。XML スキーマそのものも
XML スキーマの仕様に従った妥当なものでなければなりません。XMLSpy では、スキーマビューで使えるドラッグアンドド
ロップにより、妥当な XML スキーマを簡単に作成することができます。作成された XML スキーマドキュメントはテキストビュ
ーやグリッドビューでも編集可能ですが、スキーマビューを使ったほうが作成や編集をより簡単に行うことができます。

目的
このセクションでは、スキーマビューを使っての XML スキーマの編集方法を学習します。特に、以下のことがらについて学習し
ます：
 
スキーマファイルを新たに作成する
スキーマの名前空間を定義する
基本的なコンテンツモデルを定義する
コンテキストメニューとドラッグアンドドロップを使ってコンテンツモデルに要素を追加する
コンテンツモデルビューを設定する

基本的なスキーマが完成したら、%XMLSPY%> による XML スキーマのさらに高度な機能について次のセクションで学
習します。その次には %XMLSPY%> のスキーマナビゲーションとドキュメンテーションに関するセクションが続きま
す。

このセクションで使用されるコマンド
このセクションではスキーマビューだけを使用します。以下のコマンドが使われます：

ダイアグラム表示（またはコンテンツモデルビュー表示）。このアイコンはスキーマ概要にある
全てのグローバルコンポーネントの左側に配置されています。このアイコンをクリックすること
で、対応するグローバルコンポーネントのコンテンツモデルを表示します。



14 XMLSpy チュートリアル XML スキーマ：基本

(C) 2017 Altova GmbHAltova XMLSpy 2017 Enterprise Edition

新しい XML スキーマファイルの作成2.1

新しい XML スキーマファイルの作成:
 

1. メニューオプションから 「ファイル | 新規作成」 を選択します。「新規ドキュメント作成」 ダイアログが開きます。
 

 
2. ダイアログから、  xsd (XML Schema v1.0) エントリ (ウィンドウ内のドキュメントの詳細とリストはスクリーン
ショットと異なる場合があります。) を選択し、「OK」 で確定します。空のスキーマファイルがウィンドウのスキーマビュ
ーに表示されます。

3. スキーマ設計ツールバーから 「XSD 1.0」 モードボタン (下のスクリーンショット参照) をクリックして、スキーマビュー
が XSD 1.0 編集モードになるように設定します。ます。

4. ルート要素を入力するよう求められます。
 

 
5. ハイライトされたフィールドをクリックして Company と入力します。「Enter」 キーを押下することで確定します。

Company がこのスキーマのルート要素になり、グローバル要素として作成されます。メインウィンドウで表示されるビュ
ー（下のスクリーンショット）はスキーマ概要と呼ばれます。メインウィンドウの上部に全てのグローバルコンポーネントのリ
ストを表示することでスキーマの概要を提供し、下部には選択されたグローバルコンポーネントの属性と同一性制約
が表示されます。（個々のグローバルコンポーネントのコンテンツモデルの表示と編集は、グローバルコンポーネントの
左にあるダイアグラム表示アイコンから行うことができます。）
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6. 要素の注釈フィールド（ann）にて、Company 要素の説明を入力します。ここでは Root element と記述し
ます。

7. メニューオプション「ファイル | 保存」 をクリックして、好きな名前（例えば AddressFirst.xsd）でXMLスキーマ
を保存します。
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名前空間の定義2.2

XML 名前空間は XML スキーマと XML ドキュメントにとって重要な課題です。 XML スキーマドキュメントは XML スキ
ーマ名前空間を参照する必要があり、 XML ドキュメントインスタンスのためにターゲット名前空間を定義することができま
す。スキーマデザイナーとしては、(基本的には、どのプレフィックスを使用して)これらの名前空間をどのように定義するか決定
する必要があります。 

作成中の XML スキーマ内で、 XML ドキュメントインスタンスのためにターゲット名前空間を定義します。( XML スキーマ
ドキュメントを新規作成すると、 XML スキーマ名前空間に対する必要なレファレンスは自動的に XMLSpy により作成さ
れます。) 

ターゲット名前空間の作成方法:
 

1. 「スキーマ設計 | スキーマ設定」 をメニューオプションから選択します。これによりスキーマ
設定ダイアログが開かれます。

 

 

2. ターゲットの名前空間のラジオボタンをクリックして、 http://my-company.com/namespace
を入力します。 XMLSpy では、ターゲットの名前空間として入力された名前空間が XML スキ
ーマドキュメントのデフォルトの名前空間として作成され、ダイアログの下のペインの名前空間
のリストに表示されます。

3. 「OK」 ボタンを押して、確認します。

注意点:

XML スキーマの名前空間は、 XMLSpy により自動的に作成され、 xs: のプレフィックスが与
えられます。
XML ドキュメントインスタンスが作成されると、ドキュメントが妥当であるために、スキーマ内で
定義されたターゲット名前空間が必要になります。
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コンテンツモデルの定義2.3

スキーマ概要には、既に作成された Company という名前のグローバル要素が表示されます。この要素は１つの Address
要素と、出現数に制限の無い Person 要素（コンテンツモデル）を持つことになります。グローバルコンポーネントの中の要
素、複合型、そして要素グループはコンテンツモデルを持つことができます。

XMLSpy において、グローバルコンポーネントのコンテンツモデルは、スキーマビューのコンテンツモデルビュー内に表示されます
（以下のスクリーンショットを参照）。グローバルコンポーネントのコンテンツモデルを編集するには、グローバルコンポーネントの

左にあるダイアグラム表示アイコン   をクリックします。

このセクションでは、Company 要素のコンテンツモデルを作成します。

基本的なコンテンツモデルの作成
Company 要素のコンテンツモデルを作成するには：

1. スキーマ概要にて、要素のダイアグラム表示アイコン    をクリックします。今のところは空の Company 要素のコン
テンツモデルが表示されます（以下のスクリーンショットを参照）。その他に、コンポーネント入力ヘルパーにある 
Company エントリをダブルクリックしてコンテンツモデルを表示させる方法もあります。

 

 
2. コンテンツモデルはコンポジッターとコンポーネントにより構成されます。コンポジッターは２つのコンポーネントの関係を指
定します。Company コンテンツモデルでは、子要素を加えるために子コンポジッターを追加する必要があります。コン
ポジッターを追加するには、Company 要素を右クリックし、コンテキストメニューから「子を追加 | シーケンス」を選択
します。（「シーケンス」、「選択」、そして「全て」は、コンテンツモデルで使用される３つのコンポジッターです）
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この操作によりシーケンスが指定され、そこから表示されるコンポーネントを定義するシーケンスコンポジッターが挿入されます。
 

 
3. シーケンスコンポジッターを右クリックして、「子を追加 | 要素」 を選択します。名前の無い要素コンポーネントが追
加されます。

4. 要素の名前に Address と入力して 「Enter」 で確定します。
 

 
5. シーケンスコンポジッターを再度右クリックして、「子を追加 | 要素」 を選択します。新たに作成された要素コンポ
ジットの名前を Person にします。
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これで１つの会社あたり、１つの住所と1人の人物の記述を許可するスキーマを定義しました。これからさらに 
Person 要素の数を増やす必要があります。

6. Person 要素を右クリックし、コンテキストメニューから無制限を選択します。ダイアグラムの Person 要素に許さ
れた出現回数として１から無限が表示されます。 

 

 
その他に、詳細入力ヘルパー内から minOcc と maxOcc フィールドを編集して、許可された出現回数を指定す
ることができます。この場合なら、それぞれ１と unbounded になります。

コンテンツモデル構造に新たな階層を追加
これまでで作成した基本的なコンテンツモデルは、１つのレベル（Address と Person 要素という company 要素の子レ
ベル）しか持ちませんでした。ここでは Address 要素の内容を定義します。Address 要素以下に Name  Street 
と City 要素を配置します。これは第２のレベルです。再度子コンポジッターを Address 要素に加え、要素コンポーネン
トを加えることになります。

やり方：

1. Address 要素を右クリックしコンテキストメニューを開き、「子を追加 | シーケンス」を選択します。これでシーケンス
コンポジッターが追加されます。

2. シーケンスコンポジッターを右クリックし、「子を追加 | 要素」を選択します。新たに作成された要素コンポーネントの
名前を Name に変更します。

 

複合型、単純型、スキーマデータ型
ここまで、要素の型を明示的に定義はしませんでした。テキストタブをクリックして、スキーマをテキストビューに表示させてくださ
い（下記参照）。シーケンスコンポジッターが挿入された場所には xs:complexType  内に xs:sequence 要素が挿
入されているのが分かると思います。簡単に説明すると、Company そして Address 要素は子要素を持っているため複
合型になります。複合型要素は属性または要素を持ちます。

 <xs:element name="Company">
   <xs:annotation>
     <xs:ドキュメント>Root element</xs:ドキュメント>
   </xs:annotation>
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   <xs:complexType>
     <xs:sequence>
       <xs:element name="Address">
         <xs:complexType>
           <xs:sequence>
             <xs:element name="Name"/>
           </xs:sequence>
         </xs:complexType>
       </xs:element>
       <xs:element name="Person"/>
     </xs:sequence>
   </xs:complexType>
 </xs:element>

一方で、単純型要素は属性を持たずテキストだけを含みます。テキストとは、文字列や日付、数値などです。Address
の子である Name にはテキストしか入って欲しくありません。つまり文字列だけに制限された単純型ということになります。
XML スキーマデータ型を xs:string にすることで、このような設定を行うことができます。

Name 要素のデータ型を定義するには：
 

1. スキーマタブをクリックし、スキーマビューに戻ります。
2. Name 要素をクリックして選択します。
3. type 詳細入力ヘルパーにて、Name コンボボックスのドロップダウンメニューから xs:string を選択します。

 

 
minOcc と maxOcc は１の値を持っていて、この要素は１度しか現れないことに注意してください。

Name 要素のテキスト表記は以下のようになります：
 

<xs:element name="Name" type="xs:string"/>

注意: 単純型要素は幾つかあるXMLスキーマデータ型のどれでも取ることができます。全ての場合において、要素ボックスに
はテキストコンテンツであることを示すアイコンが表示されます。
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ドラッグアンドドロップによる要素の追加2.4

ここまでは、要素やコンポジッターを右クリックし、コンテキストメニューを使って要素を追加してきました。ドラッグアンドドロップを
使うとコンテキストメニューよりも素早く要素を追加することができます。このセクションでは、ドラッグアンドドロップを使って 
Address  要素にさらに子要素を追加して定義を完成させます。

ドラッグアンドドロップを使って Address  要素の定義を完成させるには：
 

1. Address  要素の Name 要素をクリックして、 「Ctrl」 キーを押下したまま要素ボックスをマウスでドラッグします。
要素ボックスに表示される小さな「＋」アイコンはコピーが行われようとしていることを示しています。要素のコピーが接
続線と一緒に表示され、要素がどこに作成されるのかを示しています。

 

 
2. マウスボタンを離して、Address  シーケンスに新しい要素を作成します。新しい要素が間違った場所に作成され
た場合、Name 要素以下にドラッグしてください。

 

 
3. 要素ボックスをダブルクリックして、要素の名前を Street に変更します。
4. 同様に、City  という名前でもう１つの要素を作成します。コンテンツモデルは以下のようになります。

 

 
 要素は Name Street、そして City 要素からなるシーケンスを持つことになります。
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コンテンツモデルビューの構成2.5

そろそろコンテンツモデルビューの設定を行っても良いでしょう。コンテンツモデルビューを要素ボックスに、その要素が持つ型が表
示されるように設定します。コンテンツモデルビューの設定を行うには：
 

1. コンポーネントのコンテンツモデルビューを選択します（ダイアログ表示アイコン  をクリックします）。
2. メニューオプション 「スキーマ設計 | 表示設定」 を選択します。スキーマ表示設定ダイアログが表示されます。

 

3. Element タブにある）追加アイコン  をクリックして、要素ボックスに対するプロパティの表示レコードを追加しま
す。

4. ドロップダウンメニューから、type を選択します（またはフィールドをダブルクリックして "type" と入力します）。これで
各要素のデータ型がコンテンツモデルビューで表示されるようになります。

5. 記述行設定では、「値の無い行を隠す」 を選択します。これで要素の値が無い場合、データ型の記述子が要素
ボックスに表示されなくなります（例えば、要素が複合型の場合などです）。
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xs:string という記述子が Name  Street そして City 要素に表示されているのに対して、複合型の要
素には無いことに注目してください。これは値の無い行を隠すオプションが有効になっているためです。

6. 記述行設定グループで、常に行を表示ラジオボタンを選択します。
7. 「OK」 をクリックして変更を確定します。

 

 
データ型の記述子が常に（値を持たない複合型の要素ボックスでも）表示されていることに注目してください。

メモ: 
プロパティの表示レコードは編集することができ、そこで入力された値が要素定義の一部になります。
スキーマ表示設定ダイアログで行った設定はスキーマドキュメンテーション出力や印刷時の出力にも適用されます。
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基本的なスキーマの完成2.6

ここまで Address 要素の定義を行いました。次に Person 要素の内容を定義する必要があります。Person 要素は
以下の子要素（全て単純型）を含む様にします：First Last Title PhoneExtt、そして Email。Title を除くこれ
らの要素は全て必須で、設定された順に現れなければなりません。PhoneExt のデータ型は２桁までの xs:integer とな
り、それ以外は全て xs:string となります。

Person のコンテンツモデルを作成するには：
 

1. Person 要素を右クリックし、コンテキストメニューを表示します。「子を追加 | シーケンス」 を選択します。これに
よりシーケンスコンポジッターが挿入されます。

2. シーケンスコンポジッターを右クリックし、「子を追加 | 要素」 を選択します。
3. First を要素名として入力し、「タブ」 キーを押します。これでカーソルが type フィールドに移動します。

  

 
4. xs:string エントリをドロップダウンリストから選択するか、その値を type フィールドに入力します。
5. ドラッグアンドドロップにより、その他４つの要素を作成します。それぞれ Last  Title  PhoneExt そして 

Email と名前を付けます。
 



(C) 2017 Altova GmbH

XML スキーマ：基本 25XMLSpy チュートリアル

Altova XMLSpy 2017 Enterprise Edition

メモ: 「Ctrl」 キーを押しながら必要な要素をクリックすることで複数の要素を選択することができます。この方法で、例えば
複数の要素を一度にコピーすることができます。

要素を省略可能にする
Title 要素を右クリックして、コンテキストメニューから省略可能を選択します。要素ボックスの境界線が実線から、要素が省
略可能であることを示す点線に変わります。
 

 
詳細入力ヘルパーにて、minOcc が 0、maxOcc が 1 と表示され、要素が省略可能であることを示します。コンテキスト
メニューを使う方法以外にも、minOcc に 0 をセットして要素を省略可能にすることができます。

要素の内容を制限する
PhoneExt 要素が xs:integer 型で、最高２桁の数値だけを持てるようにするには：
 

1. PhoneExt 要素の Type フィールドをダブルクリックして、ドロップダウンリストから xs:integer を選択（または入
力）します。

 

 
この時点でファセット入力ヘルパーのアイテムが変化します。

2. ファセット入力ヘルパーにて、maxIncl フィールドをダブルクリックして、99 と入力し、「Enter」 で確定します。
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この定義により、99までの内線番号（Phone Extension）が妥当となります。

3. メニューオプション 「ファイル | 保存」 を選択し、スキーマに対する変更を保存します。

メモ:

単純型のXMLスキーマデータ型（例えば xs:string  や xs:date）を選択することで、詳細入力ヘルパーのコンテン
ツモデルが自動的に単純型（content = simple）に変更されます。
要素にコンポジッター（シーケンス、選択、またはすべて）を追加することで、詳細入力ヘルパーのコンテンツモデルが自動的
に単純型（content = complex
上記で説明されたスキーマは XMLSpy アプリケーションフォルダーの  C:\Documents and Settings
\<username>\My Documents\Altova\XMLSpy2017\Examples\Tutorial  フォルダーにある
AddressFirst.xsd  という名前のファイル名で入手可能です。
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XML スキーマ: 高度な機能3

今までの作業で基本的なスキーマが作成されました。これからスキーマの開発における高度な機能に進んでいきます。

目的
このセクションでは、以下のことを学習します：
 

スキーマの要素としても使用できる複合型ならびに単純型の扱い方
グローバル要素 を作成し、他の要素からの参照を行う
属性とその列挙値を含むプロパティーを作成する

このセクションでは、直前のパートで作成した AddressFirst.xsd スキーマからスタートします。

このセクションで使用されるコマンド
このセクションではスキーマビューだけを使用します。以下のコマンドが使われます：

ダイアグラム表示（またはコンテンツモデルビュー表示）。このアイコンはスキーマ概要にある
全てのグローバルコンポーネントの左側に配置されています。このアイコンをクリックすること
で、対応するグローバルコンポーネントのコンテンツモデルを表示します。

全てのグローバルを表示。このアイコンはコンテンツモデルビューの左上に配置されていま
す。このアイコンをクリックすることで、全てのグローバルコンポーネントを表示するスキーマ概
要に移動します。

追加アイコンはスキーマ概要の左上に配置されています。このアイコンをクリックすることでグ
ローバルコンポーネントの追加を行います。
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複合型と単純型を扱う3.1

要素のコンテンツモデルの定義を行ったので、それをスキーマのどこか別の場所で再利用することにします。そのためには要素
の定義をグローバル複合型、またはグローバル要素として作成する必要があります。このセクションではグローバル複合型を
扱います。まずは複合型をグローバルなレベルで作成し、それをコンテンツモデル内で使用できるように拡張します。グローバ
ル要素については後ほど学習します。

グローバル複合型の作成
既に定義した（Name Street   City 要素を含む）基本的な Address 要素は住所の書式として色々な場所で利
用できます。そこで、これら要素の再利用をすることができる複合型を定義することにします。

グローバル複合型を作成するには：
 

1. コンテンツモデルビューにて Address 要素を右クリックする。
2. 現れたコンテキストメニューで「グローバル化 | 複合型」を選択します。AddressType という名前のグローバル複
合型が作成され、Company コンテンツモデルの Address 要素がこの型に割り当てられます。Address 要素
の内容は、黄色のボックスで表示されている AddressType のコンテンツモデルになります。Address 要素のデー
タ型が AddressType になっていることに注目してください。

 

 

3. 全てのグローバルを表示アイコン  をクリックします。メインウィンドウの表示が、スキーマ内の全てのグローバルコン
ポーネントを表示するスキーマ概要に移動します。

4. コンポーネント入力ヘルパーにて（＋で示される）要素と複合型エントリの展開アイコンをクリックして、対応するスキ
ーマが表示されることを確認します。
スキーマ概要は２つのグローバルコンポーネント（ Company  要素と複合型の AddressType）を表示していま
す。コンポーネント入力ヘルパーにも AddressType 複合型は表示されます。

 

 
5. AddressType のコンテンツモデルビュー表示アイコン  をクリックして、（下のスクリーンショットにあるような）コンテ
ンツモデルを表示します。複合型コンテナーの形に注目してください。
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6. 全てのグローバルを表示アイコン  をクリックして、スキーマ概要に戻ります。

複合型の拡張
それでは、２つの国に特化した住所を表す為に、グローバル AddressType コンポーネントを使用したいと思います。この
ために、AddressType をベースにした新たな複合型を作成し、その定義を拡張します。

以下を行います: 
 

1. スキーマ概要に移動します（コンテンツモデルビューにいる場合、全てのグローバルを表示アイコン  をクリックしま
す）。

2. コンポーネントウィンドウの左上にある追加アイコン  をクリックします。以下のメニューが開きます:
 

 
3. メニューから複合型を選択します。コンポーネントリストに新しいレコードが現れ、コンポーネントの名前を入力するよ
うにカーソルがセットされます。

4.  US-Address  と入力し、「Enter」で確定します。（ハイフン（-）を入力する代わりに空白（スペース）を入力し
た場合、要素名が赤くなり、不正な文字であることが示されます）

 

 
5. US-Address のコンテンツモデルビューアイコン  をクリックし、新しい複合型のコンテンツモデルを表示します。コ
ンテンツモデルは（以下のスクリーンショットにあるように）空です。

6. 詳細入力ヘルパーにて、base コンボボックスをクリックし、 AddressType  エントリを選択します。
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コンテンツモデルビューには US-Address のコンテンツモデルとして AddressType が表示されます。 (下のスク
リーンショット)。

 

 
7. これで US-Address 複合型のコンテンツモデルを、郵便番号（ZIP Code）を持つように拡張することができます。

US-Address コンポーネントを右クリックして、現れたコンテキストメニューから「子を追加 | シーケンス」を選択しま
す。シーケンスコンポジッターが AddressType ボックスの外に表示されます（下のスクリーンショットを参照）。これ
は要素に対する拡張であることを表わしています。
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8. 新しいシーケンスコンポジッターを右クリックして、「子を追加 | 要素」を選択します。
9. 新たに作成された要素に Zip という名前を付け、「タブ」 キーを押下し、カーソルを type フィールドに移動させま
す。

10.ドロップダウンメニューから xs:positiveInteger を選択し、「Enter」 キーにより確定します。
 

これで、複合型 AddressType をもとにした郵便番号（ZIP Code）の拡張を持つ複合型 US-Address が作成され
ました。

グローバル単純型
複合型の US-Address が複合型の AddressType をベースにしたように、単純型をベースにすることもできます。その
利点はグローバル複合型の場合と同じで、単純型が再利用されることにあります。単純型を再利用するためには、その単純
型をグローバルに定義しなければなりません。このチュートリアルではアメリカの州のコンテンツモデルを単純型として定義するこ
とにします。この単純型は他の要素のベースとして使用されることになります。

グローバル 単純型の作成
グローバル 単純型の作成は、グローバルコンポーネントのリストに新しい単純型を追加し、名前を与え、データ型を定義する
ことから構成されています。 

グローバル 単純型を作成するには以下をおこないます:
 

1. スキーマ概要に切り替えます。(Iコンテンツモデルビュー内で作業している場合は、 すべてのグローバルアイコンの表
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示 　をクリックします。) 
2. アイコンの追加をクリックします。表示される コンテキストメニューから SimpleType を選択します。 
3. 新しく作成された simpleType の名前として US-State を入力します。
4. 「Enter」 を押して確認します。 単純型 US-State が作成され、コンポーネント 入力ヘルパー内の単純型のリ
ストに表示されます。 (simpleType エントリのアイコンの展開をクリックして確認してください)。

 

 
5. 詳細入力ヘルパー (下のスクリーンショット)内では、 restr  の値フィールドにカーソルをポイントして、

xs:string を入力、または restr 値フィールドのドロップダウンメニューから xs:string を選択します。 

 
xs:string のデータ型である、US-State という名前の単純型が作成されます。このグローバル コンポーネント
は、 US-Address のコンテンツモデル内で使用することができます。 

 コンテンツモデル内でグローバル 単純型を使用する
グローバル 単純型 は、コンテンツモデル内で、コンポーネントの型を定義するために使用することができます。 State という
名前の要素を定義するためにの US-Address コンテンツモデル内の US-State を使用します。

次を行います:
 

1. スキーマ概要内の US-Address のコンポーネント モデルビューアイコン  をクリックします。
2. 下のシーケンスコンポジターを右クリックして、 「子の追加 | 要素 」を選択します。
3. 要素名のために、 State を入力します。
4. 「タブ」 キーを押して、カーソルを型詳細ラインの値フィールドにポイントします。 
5. コンボボックスのドロップダウンメニューから、 US-State を選択します。
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State 要素は、 US-State 単純型をベースにします。

第 2 の複合型を AddressType をベースにして作成する。 
UK の住所が入力できるように、グローバル 複合型を作成します。  複合型は、 AddressType をベースにして、 UK ア
ドレスのフォーマットに一致するように拡張されています。 

次を行います:
 

1. スキーマ概要内に AddressType (base=AddressType) をベースにする、UK-Address という名前のグロ
ーバル 複合型を作成します。

2. UK-Address の コンテンツモデルビュー 内に、 Postcode 要素を作成し、 xs:string の型を与えます。
 

K-Address コンテンツモデルは以下のようになります :
 

メモ:  このセクションでは、 コンテンツモデル定義で使用されるグローバル 単純型 および 複合型を作成しました。 グロー
バル型の利点は、複数の定義で再利用できることです。 
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グローバル要素の参照3.2

このセクションでは、既に定義した Person 要素をグローバル要素に変換し、その要素を Company 要素から参照しま
す。
 

1. 全てのグローバルを表示アイコン  をクリックして、スキーマ概要に移動します。

2. Company 要素のダイアグラム表示アイコン  をクリックします。
3. Person  要素を右クリックし、「グローバル化 | 要素」 を選択します。要素に小さな矢印アイコンが表示され、こ
の要素がグローバルに宣言された  Person  要素を参照していることを表します。詳細入力ヘルパーには 
isRef  チェックボックスにチェックが入ります。

 

 

4. 全てのグローバルを表示アイコン    をクリックしてスキーマ概要に戻ります。 Person  要素がグローバル要素と
して表示されます。コンポーネント入力ヘルパーにも  Person  が表示されます。
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5. コンポーネント入力ヘルパーにて、 Person  要素をダブルクリックし、グローバル要素  Person  のコンテンツモデ
ルを開きます。

 

 
グローバル要素ボックスには矢印が無いことに注目してください。これはその要素が参照されているものであり、参照
を行っている要素では無いからです。参照を行っている要素のボックスに矢印は表示されます。

注意：
 
グローバル要素を参照する要素は、参照するグローバル要素と同じ名前でなければなりません。

 
グローバル定義は XML ドキュメントのどこでコンポーネントが使用されるかの記述は行わず、コンテンツモデルの記述だけ
を行います。グローバル定義が他のコンポーネントから参照された時に、XML ドキュメント内での場所が指定されます。

 
グローバルに記述された要素は異なる場所で再利用することが可能です。グローバル複合型の場合とは違い、グロ
ーバル要素そのものを変更することなくコンテンツモデルの変更を行うことはできません。グローバル要素を参照する要
素のコンテンツモデルを変更した場合、グローバル要素のコンテンツモデルも同様に変更され、そのグローバル要素を
参照しているその他の要素のコンテンツモデルも変更されます。
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属性と列挙型3.3

このセクションでは、属性と列挙型の属性の作成方法について学習します

要素属性の定義
 

1. スキーマ概要にて、 Person  要素をクリックしてアクティブにします。

2. 属性 / 同一性制約タブグループ（スキーマ概要ウィンドウ下部）の左上にある追加アイコン  をクリックし属性エン
トリを選択します。

 

 
3. Name フィールドに Manager という属性の名前を入力します。
4. Type コンボボックスで xs:boolean を選択します。
5. コンボボックスで required を選択します。

 

 
6. 同様の方法で Programmer という名前の、Type=xs:boolean で、Use=optional の属性を作成しま
す。
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属性の列挙型の定義
列挙型とはある属性で許される値の集合のことです。XML インスタンスドキュメント内の属性の値が XML スキーマで指定
された列挙型の中にない場合、ドキュメントは不正となります。ここでは Person 要素の Degree 属性に対して列挙型
を作成します。

次を行います:

1. スキーマ概要にて、 Person  要素をクリックしてアクティブにします。

2. 属性ウィンドウの左上にある追加アイコン  をクリックして、「属性」 エントリを選択します。
3. 属性の名前に  Degree  と入力し、Type に xs:string を選択します。
4. Degree 属性を選択した状態で、 入力ヘルパー内の 「列挙」 タブをクリックします（スクリーンショットを参照）。

 

 

5. 「列挙」 タブにて追加アイコン  をクリックします。
6. BA と入力して 「Enter」 で確定します。
7. 同様に MA  と  PhD という列挙を追加します。

8. Person のコンテンツモデルビューアイコン  をクリックします。
 

 
 

先程定義した属性がコンテンツモデルビューに表示されます。展開アイコンでその要素で定義された全ての属性が表
示されます。この表示モードはメニューオプションの 「スキーマ設計 | 表示設定」 の「図に表示」ペインにある「属
性」チェックボックスのチェックを入れることで有効になります。

9. 全てのグローバルを表示アイコン  をクリックして、スキーマ概要に戻ります。

完成したスキーマの保存

注意：XMLSpy による スキーマファイルを保存する前に、既にある AddressLast.xsd ファイルの名前を変更し（例え
ば AddressLast_original.xsd）、上書きしないようにします。

完成したスキーマファイルを好きな名前で保存します（「ファイル | 名前を付けて保存」）。チュートリアルの次のパートで使
用されるスキーマファイルの名前は AddressLast.xsd  であるため、ここでも AddressLast.xsd  と名前をつけるこ
とをお勧めします。
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XML スキーマ：XMLSpy の機能4

XMLスキーマを完成させた後は、ナビゲーションショートカット と XMLSpy から生成することができるスキーマドキュメンテー
ションの学習をしましょう。

このセクションで使用されるコマンド
このセクションではスキーマビューだけを使用します。以下のコマンドが使われます：

ダイアグラム表示（またはコンテンツモデルビュー表示）。このアイコンはスキーマ概要にある全て
のグローバルコンポーネントの左側に配置されています。このアイコンをクリックすることで対応す
るグローバルコンポーネントのコンテンツモデルを表示します。
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スキーマナビゲーション4.1

このセクションでは効果的にスキーマビューをナビゲートする方法を学習します。

グローバルコンポーネントのコンテンツモデルを表示する
コンテンツモデルを持つことのできるグローバルコンポーネントは複合型、要素、そして要素グループです。これらのコンポーネン
トのコンテンツモデルビューは以下のようにして開くことができます。

スキーマ概要にて、コンポーネント名の左にあるダイアグラム表示アイコン  をクリックします。
スキーマ概要かコンテンツモデルビューにてコンポーネント入力ヘルパーの複合型、要素、または要素グループをダブル
クリックします（以下のスクリーンショットを参照）。そのコンポーネントのコンテンツモデルが表示されます。

 

 
コンポーネント入力ヘルパーにあるその他のグローバルコンポーネント（単純型、属性、属性グループ）をダブルクリック
すると、そのコンポーネントはスキーマ概要でハイライトされます（そのようなコンポーネントはコンテンツモデルを持たない
ため）。

コンポーネント入力ヘルパーにある、グローバルや名前空間タブでもダブルクリックによるメカニズムが使用できます。

参照している要素からグローバル要素に移動する
グローバル要素を参照する要素がコンテンツモデルに含まれている場合、「Ctrl」 キーを押しながら必要な要素をダブルクリッ
クすることで、そのグローバル要素またはその要素のコンポーネントに移動することができます。

例えば、Company コンテンツモデルを参照している際、「Ctrl」 キーを押下しながら、 Last をダブルクリックすることで
Person コンテンツモデルが開かれ、その中にある Last 要素がハイライトされます。
 

Last 要素がハイライトされたとき、関連する情報が入力ヘルパーならびに情報ウィンドウに表示されます。
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複合型の定義に移動する
複合型はコンテンツモデル内の要素の型としてよく使用されます。コンテンツモデル内から直接複合型の定義に移動したい場
合は、黄色のボックスにある複合型の名前をダブルクリックします（以下のスクリーンショットのマウスポインターに注目）。.
 

この操作で複合型のコンテンツモデルビューに移動することができます。
 

メモ: 参照されているグローバル要素の場合、参照を行っているコンテンツモデル内の要素を 「Ctrl」 キーを押下しながら
ダブルクリックすることで、対応する複合型定義内の要素に移動することができます。
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スキーマドキュメンテーション5

XMLSpy を使って XML スキーマの詳細な文章を HTML や Microsoft Word MS Word）の形式で生成すること
ができます。ドキュメントに収めたいコンポーネントと希望する詳細度を選択します。関連するコンポーネントは HTML や
MS Word ドキュメントなどでハイライトされます。MS Word ドキュメントを生成するためには、お使いのコンピューター（ま
たはネットワーク）に MS Word がインストールされている必要があります。

このセクションでは、 AddressLast.xsd XML スキーマのドキュメンテーションを生成します。

以下を行います:
 

1. メニューオプションの 「スキーマ設計 | ドキュメンテーションの生成」 を選択し、スキーマドキュメントダイアログを表
示します。

 

 
2. 出力書式に HTML を選択し、「OK」 をクリックします。
3. 「名前を付けて保存」ダイアログにて、ファイルが保存される場所を選択し、ファイルの名前を入力（例えば

AddressLast.html）します。「保存」ボタンを押してファイルを保存します。

XMLSpy のブラウザービューに HTML ドキュメントが表示されます。表示されているリンクをクリックして、対応する
コンポーネントに移動します。
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上の図は HTML フォームの最初のページを示しています。他のスキーマのコンポーネントが含まれている場合、それ
らのスキーマもドキュメントの中に加えられることになります。
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上の図は複合型がどのように表示されるか示しています。
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上の図は要素や単純型がどのように表示されるか示しています。

MS Word 出力オプションも試してみてください。Word ドキュメントが MS Word で開かれます。MS Word ドキュメン
トでハイパーリンク機能を使いたい場合、「Ctrl」 キーを押下しながらリンクをクリックしてください。
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XML ドキュメント6

このセクションでは XMLSpy を使用して XML ドキュメントを作成し、作業を行う方法を学習します。併せて XMLSpy
のインテリジェント編集機能を使用する方法も学習します。

目的
このセクションでは以下のことを学習します：
 

AddressLast.xsd スキーマをベースにした新しい XML ドキュメントを作成する。
要素の型を指定して、その要素に対応するコンテンツモデルを検証に利用できるようにする
要素と属性を挿入し、グリッドビューならびにテキストビューにてインテリジェント入力ヘルパーを使ってコンテンツを挿
入する
XMLSpy から Microsoft Excel に XML データをにコピーする；MS Excel でデータを修正し、そのデータを
MS Excel から  XMLSpy にコピーしなおす。この機能はグリッドビューにあるデータベース/テーブルビューで使用で
きます。 
データベース/テーブルビューの並べ替え機能を使用して XML 要素の並べ替えを行う。
XML ドキュメントを検証する。
３桁の内線番号に対応するためにスキーマの修正を行う。

このセクションで使用されるコマンド
このセクションでは主にグリッドビューならびにテキストビュー、そして一部スキーマビューを使用します。以下のコマンドが使われ
ます：

ファイル | 新規作成 新しい種類のXMLファイルを作成します。

表示 | テキストビュー テキストビューに切り替えます。 

表示 | グリッドビュー 拡張グリッドビューに切り替えます。

XML | テーブル | テーブルとして表示 １つの要素型の複数の出現をフラットなテー
ブルで表示します。このビューはデータベース/テーブルビュー（または単純にテーブルビュ
ー）といいます。アイコンはグリッドビューで一般的なビューとテーブルビューを切り替える
ために使用されます。

F7. 整形式のチェックを行います。

F8. 割り当てられた DTD またはスキーマに対してXMLドキュメントの検証を行いま
す。

割り当てられた DTD またはスキーマファイルを開きます。
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新規 XML ファイルの作成6.1

XMLSpyにて新しい XML ファイルを作成する際、スキーマ（DTD または XML スキーマ）をベースにしたものにするかどうか
決定することができます。このセクションでは、既に作成した AddressLast.xsd スキーマをベースにした新しいファイルを
作成します。

新しい XML ファイルを作成するには：
 

1. メニューオプションから 「ファイル | 新規作成」 を選択します。新規ドキュメントを作成ダイアログが開かれます。
 

 
2. ダイアログから Extensible Markup 言語  Extensible Markup 言語 エントリを選択し、「OK」 で確定しま
す。ポップアップが表示され、XML ドキュメントのベースに DTD またはスキーマを使用するか尋ねられます。
 

 
3. スキーマラジオボタンをクリックし、「OK」 で確定します。次のダイアログが表示され、XML ドキュメントのベースと
なるスキーマファイルを選ぶように促されます。

4. 参照もしくはウィンドウボタンを使用して、スキーマファイルを見つけます。ウィンドウボタンを使うことで XMLSpy にあ
る全てのファイルとプロジェクトを閲覧することができます。AddressLast.xsd を選択し（チュートリアルのイントロ
ダクションを参照ください）、「OK」 により確定します。スキーマで定義された要素を含む XML ドキュメントがメイン
ウィンドウで開かれます。

5. 「グリッド」 タブをクリックし、グリッドビューを選択します。
6. グリッドビューに表示されるドキュメントの構造に注目してください。要素をクリックして選択を狭めてみてください。ド
キュメントは以下のように見えているはずです。
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7.  Address の横にある  アイコンをクリックして、Address の子要素を表示します。ドキュメントは以下のようにな
るはずです。
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要素の型の指定6.2

Address の子要素はグローバル複合型 AddressType として定義されています（XML スキーマ
AddressLast.xsd 内で定義されているスキーマビューのコンテンツモデルが以下のスクリーンショットでは示されます）。

しかしここでは一般的な住所の型よりも、US または UK の住所を使用します。AddressLast.xsd スキーマで US-
Address と UK-Address というグローバル複合型を作成したのを覚えているでしょうか？US-Address のコンテンツモ
デルを以下に示します。
 

XML ドキュメントにて Address 要素が（一般的な AddressType 型ではなく）拡張された Address 型（US-
Address か UK-Address）の要件を満たすためには、必要な複合型を Address 要素の属性として指定しなければ
なりません。

次を行います:
 

1. XML ドキュメントにて Address 要素を右クリックして、「追加 | 属性」 をメニューから選択します。
 

 
Address 要素に属性フィールドが追加されます。

2. xsi:type が属性の名前として入力されていることを確認します（以下のスクリーンショットを参照）
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3. 「タブ」 キーを押して隣の（値）フィールドに移動します。
 

 
4. 属性の値に US-Address  と入力します。

メモ: xsi プレフィックスを使うことで XML ドキュメントインスタンスに関連した特別な XML スキーマを使えるようになりま
す。スキーマを XML ファイルに関連付けたときに xsi プレフィックスの名前空間が、自動的にドキュメントに追加され
たことに注目してください。上の場合は Address 要素の型を指定しました。さらに詳しい情報については XML ス
キーマの仕様（英文）を参照ください。

http://www.w3.org/TR/2001/REC-xmlschema-0-20010502/
http://www.w3.org/TR/2001/REC-xmlschema-0-20010502/
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グリッドビューを使ったデータの入力6.3

XML ドキュメントにデータを入力することができます。データの入力を行うには：
 

1. Name の値フィールドをダブルクリックし（または矢印キーを使い）、US dependency と入力し、「Enter」 により
確定します。

 

 
2. 同様の方法で、Street と City にも値を入力します（例えば Noble Ave と Dallas）。
3. Person 要素をクリックし、「Delete」 キーを押下して Person 要素を削除します（次のセクションで追加し直し
ます）。この作業が終わると、Address 要素全てがハイライトされます。

4. Address 要素の子要素をクリックして、それ以外の Address の子要素が選択されていない状態にします。
XML ドキュメントは以下のようになっているはずです：
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テキストビューを使ったデータの入力6.4

上記に加えて、テキストビューにはテキストの編集作業を楽にする多くの構造的な編集機能があります。これらの機能はテキ
ストビュー設定ダイアログにて有効/無効の変更を行うことができます（「表示 | テキストビュー設定」、下のスクリーンショット
を参照）。
 

下のスクリーンショットは、上のダイアログの設定に合わせたテキストビュー内の現在のファイルを表示しています。

左側に 3 つのマージンがあります: (i) 行番号のマージン、 (ii) ブックマークマージン ( 2 つの青いブックマークを含みます)、
(iii) (XML 要素の表示を展開/折りたたみすることのできる)ソース折りたたみマージン 。

更に、インデントガイド、行の終わりマーカー、空白マーカーなどの視覚補助は、チェックおよびチェックの解除によりオン/オフす
ることができます。テキストビュー設定ダイアログの視覚補助ペインでオン/オフすることができます。(上のスクリーンショットを参
照)。上のスクリーンショットは、インデントガイドが切り替えられており、１つのインデントガイドを Address 要素で表示して
います。

メモ: テキストビューに関連した印刷およびブックマークに機能はこのチュートリアルの テキストビューの設定 のセクションで
説明されています。 

テキストビューでの編集
テキストビューに表示される以下の余白（マージン）の有効/無効を設定することができます。

以下を行います:
 

1. メニューオプションの「表示 | テキストビュー」を選択するか、テキストタブをクリックします。これで XML ドキュメント
がテキストの形で構文カラー強調表示と共に表示されます。

2. テキストカーソルを  Address  要素の終了タグの直後に移動させ、「Enter」 を押して新しい行を追加します。
3. この位置で小なりかっこ < を入力します。（スキーマの定義により）この位置で許されている全ての要素がポップアップ
で表示されます。この位置では  Person  要素だけが許されているので、それだけが表示されます。
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4. Person エントリを選択します。 Person  要素が Manager 属性と共に挿入され、Manager 属性の値フィール
ドの内部にカーソルが移動します。

5.  Manager 属性のポップアップから true を選択します。

 
6. カーソルを行末に移動し（例えば 「End」 キーを使うことができます）、スペースバーを押します。新しいポップアップが
開かれ、この位置で許されている属性のリストが表示されます。同様に、属性入力ヘルパーにて使用することのでき
る属性が赤色で表示されます。 Manager  属性はグレーになっていますが、それはその属性が既に使われたため
です。

 

 
7. 矢印キーを使って Degree を選択し、「Enter」 を押します。これでまた別のポップアップが表示され、既に定義さ
れた列挙 （BA  MA  または PhD）から選択を行うことができます。 (列挙は XML スキーマにより許可されている
値です。)

 

 
8. 矢印キーを使って BA  を選択し、「Enter」 で確定します。さらにカーソルを（「End」 キーを使うなどして）行末に
移動し、スペースバーを押します。今度は Manager  と Degree が属性入力ヘルパーでグレーになります。.

 

 
9. 矢印キーで Programmer を選択し、「Enter」 を押します。
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10."f" キーを押して 「Enter」 を押します。
11.カーソルを行末まで移動し、大なり記号 > を入力します。 XMLSpy  が Person に必要な子要素を自動的に
挿入します（省略可能な Title 要素が挿入されていないことに注目してください）。全ての要素には開始と終了
タグがありますが、内容は記述されていません。

 

これでテキストビューにて Person にデータを入力することができますが、グリッドビューに移動して、ドキュメントの編集時にど
れだけ簡単にビューを変更できるか見てみましょう。

グリッドビューへ変更
グリッドビューへ変更するには、メニューオプションの「表示 | 拡張グリッドビュー」 を選択するか、「グリッド」 タグをクリックし
ます。新たに加えられた Person の子要素がハイライトされます。
 

 
それでは、ドキュメントの検証を行い、見つかったエラーを修正していきましょう。
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ドキュメントの検証6.5

XMLSpy では XML ドキュメントを 2 つの方法で評価できます：
 
整形式のチェック
検証

上のうちのどちらかが失敗した場合、ドキュメントを正しく修正しなければなりません。

整形式のチェック
開始タグと終了タグがマッチし、要素が正しくネストされ、間違った文字があったり必要な文字（例えばセミコロンの無いエン
ティティなど）がなかったりしなければ、その XML ドキュメントは整形式であると言います。

どのビューでも整形式のチェックを行うことができます。テキストビューでやってみましょう。整形式のチェックを行うには、メニュー

オプションの 「XML | 整形式のチェック」 を選択するか、「F7」 キーを押すか、  をクリックします。メインウィンドウの下
部にあるメッセージウィンドウにドキュメントは整形式であるというメッセージが表示されます。

メッセージウィンドウの出力には９つのタブがあることに注目してください。評価された結果の出力はアクティブなタブに対して行
われます。従って、タブ１で整形式のチェックをしておきながら、その結果を残したまま（検証を行う前に）タブ２に移ることができ
ます（タブ１に残ったままだと検証の結果で上書きされてしまいます）。

 

注意：このチェックではスキーマとの整合性を考慮した XML の構造はチェックされません。スキーマとの整合性の評価は検
証にて行われます。

検証
XML構造が指定されたスキーマの記述に従ったものであれば、XMLドキュメントは妥当となります。

XMLドキュメントの妥当性をチェックするには、まずグリッドビューを選択し、メニューオプションから 「XML | 検証」 を選択す

るか、「F8」 キーを押すか、または  をクリックします。ファイルが妥当でないというエラーメッセージがメッセージウィンドウに表
示されるはずです。これは Address 内の City 要素の後に必須要素が必要だからです。スキーマをチェックしてみると、
xsi:type 属性を使って Address 要素から指定した）US- Address 複合型の中には City 要素の後には Zip 要素と

State 要素が続かなければならないと記述されているのが分かるでしょう。

不正なドキュメントの修正
ドキュメントが不正になる原因箇所（この場合は City 要素）がハイライトされます。
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それでは画面右上にある要素入力ヘルパーを見てください。Zip 要素が感嘆符（！）と共に表示されています。これはその
要素が現在のコンテキストで必須であることを示しています。

検証エラーを修正するには：
 

1. 要素入力ヘルパーにて、Zip 要素をダブルクリックします。これにより Zip 要素が City 要素の後に挿入されます（ダ
ブルクリックするのは 「追加」 タブの要素であることに注意してください）。

2. 「タブ」 キーを押し、州の郵便番号（04812）を入力し、「Enter」 で確定します。これで要素入力ヘルパーが
State 要素が必須であることを示すようになります（感嘆符と一緒に表示されます）。 以下のスクリーンショットを参
照してください。

 

 
3. 要素入力ヘルパーにて、State 要素をダブルクリックします。その後 「タブ」 キーを押し州の名前（Texas）を入力
し、「Enter」 で確定します。これで要素入力ヘルパーにはグレーの要素しか表示されなくなります。これは
Address にはもう必須の子要素が無いことを表しています。
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ドキュメントを完成させ、再度検証する
それでは再度検証を行う前に Person 要素の情報を入力し、ドキュメントを完成させましょう。. 

以下を行います:
 

1. First 要素をクリックして、名前（例えば Fred）を入力し、 「Enter」 で確定します。
 

 
2. 同様の方法で、Person の子要素全て（Last PhoneExt、そして Email）のデータを入力してください。PhoneExt

の値は（スキーマで指定既に指定したように）99以下の整数でなければならないことに注意してください。XML ド
キュメントはグリッドビューで以下のようになっているはずです。

  

3.  を再度クリックして、ドキュメントが妥当かどうかのチェックを行ってください。メッセージウィンドウにファイルが妥当で
あると言うメッセージが表示されます。

 

 
4. メニューオプションから 「ファイル | 上書き保存」 を選択し、XML ドキュメントに適切な名前（例えば

CompanyFirst.xml）を与えます。Tutorial フォルダー内にも既に CompanyFirst.xml ファイルがあることに注意してく
ださい。作成したファイルを保存する前に、そちらのファイルの名前を変更する必要があるかも知れません。

メモ：保存する際にXMLドキュメントが妥当である必要はありません。不正なドキュメントを保存しようとすると、その旨の警
告が表示されますが、不正のままの状態で保存したいのであれば、保存することは可能です。
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要素と属性の追加6.6

Person この段階ではドキュメント内に Person 要素は１つしかありません。

新たに Person 要素を追加するには：
 

1. Address 要素の左にあるグレーのサイドバーをクリックして Address 要素を折りたたみます。これによりビュー内
で使える空間を増やせます。

2. グリッドビューの Person 要素をクリックして Person 要素全体を選択します。要素入力ヘルパーの 「追加」 タ
ブにて Person 要素が使えるようになっていることに注目してください。

 

 
3. 要素入力ヘルパーの Person 要素をダブルクリックします。新しい Person 要素が必須子要素と一緒に追加さ
れます（下のスクリーンショットを参照）。Person 要素で省略可能な Title 子要素が追加されていないことに注
目してください。

 

 
4. Person 開始タブの大なりかっこ > の直前にカーソルを移動させ、属性入力ヘルパーの 「追加」 タブにて、

Programmer  エントリをダブルクリックします。これにより Manager 属性の後に Programmer  属性が追加さ
れ、属性入力ヘルパーでは Programmer  がグレーになります。

5. 新しい Person 要素の Manager 属性をクリックします。属性入力ヘルパーを見てください。既に入力された
Manager エントリがグレーになっています。Manager 属性に関する情報が表示されている 情報ウィンドウにも注
目してください。Manager 属性は必須の属性であるため自動的に追加されています。Programmer 属性は追
加されていません。

6. 属性入力ヘルパーの 「追加」 タブにて、Programmer  エントリをダブルクリックします。これで空の
Programmer  属性が Manager 属性の後に挿入されます。



(C) 2017 Altova GmbH

XML ドキュメント 59XMLSpy チュートリアル

Altova XMLSpy 2017 Enterprise Edition

 

 
これで属性入力ヘルパーの Programmer 属性がグレーになります。

このビューでも  要素の情報を入力することは可能ですが、Person の様な複数回出現する構造の入力に適したグリッド
ビューのデータベース/デーブルビューに切り替えましょう。
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データベース/テーブルビューでの編集6.7

グリッドビューの中には複数回出現する要素の編集に適したデータベース/テーブルビューという特別なビューが存在します（こ
れ以降はテーブルビューと表記します）。個々の要素の型がテーブルとして表示されます。要素の型がテーブルとして表示され
たとき、その子供（要素ならびに属性）は列として表示され、複数回出現する情報が行（レコード）として表示されます。

要素の型をテーブルとして表示するには、（複数回出現する）任意の要素を選択し、ツールバーのテーブルとして表示アイコ
ン  をクリックします（メニューオプションの 「XML | テーブル | テーブルとして表示」 を選択しても同様の操作が可能で
す）。この操作で要素の型がテーブルとして表示されます。複数回出現する子要素もテーブルとして表示されます。テーブル
ビューは拡張グリッドビューで提供され、XML 形式のファイル全て（XML、XSD、XSL など）の編集で使用できます。

テーブルビューの利点
テーブルビューには以下のような利点があります：
 
ドラッグアンドドロップで列のヘッダーを変更することができます。つまり、テーブルに対応する全ての出現に対して、XMLド
キュメント内での子要素または子属性の位置を修正することができるということです。
テーブルは 「XML | テーブル | 昇順に並べ替え」 または 「XML | テーブル | 降順に並べ替え」 を使うことによりソ
ートを行うことができます。
新しい行（例えば新しい要素）を 「XML | テーブル | 行を挿入」 により追加することができます。
サードパーティ製品から、またはサードパーティ製品へコピーと貼付けを行うことができます。
テーブルでもインテリジェント編集機能が使用できます。

テーブルに要素の型を表示する
Person 要素をテーブルとして表示するには： 
 
1. グリッドビューにて、Person テキストの１つの近くをクリックして Person 要素を選択します。
 

 
2. メニューオプションから「XML | テーブル | テーブルとして表示」を選択するか、テーブルとして表示アイコン   をクリッ
クします。２つの Person 要素が１つのテーブルに統合されます。子要素と子属性の名前が列のヘッダになり、それ
らの値がテーブルの行（レコード）になります。
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3. メニューオプションから「表示 | 最適な幅」を選択するか、最適な幅アイコン  をクリックし、テーブルの列幅を最適
化します。

注意：テーブルを選択（テーブルの要素名をクリック）し、テーブルとして表示アイコン    をクリックすることで、テーブルビュー
を停止し、ドキュメント内にある個々の要素を表示することができます。

テーブルビューでコンテンツを入力する
2つ目の Person 要素のコンテンツ入力を行うには、2行目にあるそれぞれのテーブルセルをダブルクリックし、何らかのデータ
を入力します（下のスクリーンショットを参照）。しかしファイルを妥当なものにするためには PhoneExt は 99 までの整数で
なければならないことを忘れないでください。テーブルのセル内でもインテリジェント編集機能は使用できます。従ってオプション
がある箇所 （Boolean コンテンツと Degree 属性の列挙）ではドロップダウンリストがから値を選択できます。
 

注意：テーブルとして表示されている要素や属性に対しても入力ヘルパーは使用できます。例えば要素入力ヘルパー内の 
Person エンティをダブルクリックすることで、テーブルに新しい行（新しい  Person 要素）を追加することができます。

サードパーティ製品とのXMLデータのコピー
スプレッドシートで表示されたデータを XMLSpy のXMLドキュメントとサードパーティの製品間でコピーすることができます。こ
のデータは XMLSpy 内で XML データとして扱うこともできますし、サードパーティ製品にてネイティブフォーマットとして使用
することもできます。このセクションでは Excel データシートとデータのやり取りの方法を学習します。

以下を行います:
 
1. 行ラベル 1 をクリックします。「Ctrl」 キーを押下しながら行ラベル 2 をクリックします。これでテーブル内の両方の行
が選択されます。
 

 
2. メニューオプションから 「編集 | 構造化テキストとしてコピー」 を選択します。このコマンドで要素が画面に表示さ
れたままの形式でクリップボードにコピーされます。

3. Excel に切り替え、XML データを Excel ワークシートに貼りつけます（Ctrl+V）。
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4. Excel にて新しい行にデータを入力します。PhoneExt 要素に３桁の数字（例えば 444）を入力してください。

 

 
5. Excel でテーブルのデータをマークし、「Ctrl」 +C によりデータをクリップボードにコピーします。
6. XMLSpy に戻ります。
7.　 XMLSpy のテーブル内の左上にあるデータセルをクリックして、「編集 | 貼付け」 を選択します。 

 

 
8. テーブルに新しいデータが表示されます。
9. メニューオプションの 「編集 | 置換」 を使用して、大文字で表示された TRUE と FALSE をそれぞれ小文字の 

true と false に変更します。

列のコンテンツによりテーブルをソートする
テーブルビュー内のテーブルは列に対して昇順または降順でソートを行うことができます。ここでは苗字 （Last） に従い 
Person テーブルをソートしてみましょう。

列の内容に対してテーブルのソートを行うには:
 

1. Last 列のヘッダをクリックして列を選択します。
 

 

2. メニューオプションから「XML | テーブル | 昇順に並べ替え」を選択するか、昇順ソートアイコン  　をクリックする
ことで、テーブル全てがソートされます。列はハイライトされたままになります。
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)ソート操作によりテーブルの表示が変わっただけではなく、もともとのXMLドキュメントも変更されています。つまり 
Person 要素の順序が Last 要素の内容に従ってソートされたのです（テキストタブをクリックしてテキストビューで
変更を確認してみてください）。

3. メニューオプションから 「XML | 検証」 を選択するか、「F8」  キーを押します。'444' という値は  PhoneExt 要
素では許されないという内容のエラーメッセージが表示されます（スクリーンショットを参照）。不正な PhoneExt 要
素がハイライトされます。

「詳細」を展開して、値が 99 以下でないため PhoneExt が不正であることを確認してください。エラーメッセージ
のリンクをクリックすることで XML ファイル内のエラーが発生した場所にジャンプすることができます。内線番号の為に
設定した値のレンジではこの値はカバーされません。この値を使って妥当性を確保するためにスキーマを修正する必
要があります。次のセクションではスキーマの修正を行います。
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スキーマの修正6.8

2桁の内線番号では、全ての番号をカバーできないことが分かりました。それでは有効な番号を3桁まで増やすことにしましょ
う。そのためにはスキーマの修正が必要になります。XMLスキーマの修正はXMLドキュメントを閉じることなく行うことができま
す。 

以下を行います:
 

1. メニューオプションから 「DTD/スキーマ | 定義へ移動」 を選択するか、定義へ移動アイコン  をクリックします。
割り当てられたスキーマ、この場合は AddressLast.xsd が開かれます（以下のスクリーンショットを参照）。必
要に応じてスキーマビューへ移動します。オプションダイアログ（「ツール | オプション」）のファイルタイプタブでは、各
ファイルタイプに対応したデフォルトのビューを変更することができます。

 

 
2. スキーマビューに表示されたグローバル Person 要素のダイアグラム表示アイコン  をクリックし、Person 要素
のコンテンツモデルにて PhoneExt 要素を選択します。ファセットタブ内にファセットデータが表示されます。

 

 
3. ファセットタブ内にある maxIncl の値フィールドをダブルクリックし、値を 99 から 999 に変更します、「Enter」 で
確定します。

 

 
4. スキーマドキュメントを保存します。
5. 「Ctrl」 + 「タブ」 キーを押して XML ドキュメントに移動します。
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6.  をクリックして XML ドキュメントを再度検証します。
 

 
メッセージウィンドウにファイルが妥当であるというメッセージが表示されます。XMLドキュメントは修正されたスキーマに
適合することが分かりました。

7. メニューオプションから「ファイル | 名前を付けて保存」を選択し、CompanyLast.xml という名前でファイルを保存
します（XMLSpy に付随しているオリジナルの CompanyLast.xml ファイルを例えば
CompanyLast_orig.xml の様な名前に変更するのを忘れないでください）。

メモ: XMLSpy に付随している CompanyLast.xml ファイルは Tutorial フォルダーの中に収められています。
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XSLT 変換7

目的
XML ファイルを変換する XSL スタイルシートを使って XML ファイルから HTML ファイルを生成します。変換と言います
が、XML ファイルを変更するのではなく、新しいファイルが作成されます。「変換」 という単語は慣例的な表現です。

方法
変換を行うために必要な方法は以下の通りです：
 

既に定義された XSL ファイル、 Company.xsl を XML ドキュメントに割り当てます。
XMLSpy のインターフェースにある２つの Altova XSLT 内蔵エンジンのうち１つを使用して変換を実行します（下
記参照）。

このセクションで使用されるコマンド
以下の  XMLSpy コマンドがこのセクションでは使用されます：

「XSL/XQuery | XSLの割り当て」： アクティブな XML ドキュメントに XSL ファイルを
割り当てます。

「XSL/XQuery | XSLへ移動」 ： XML ドキュメントにより参照されている XSL ファイル
を開きます。

「XSL/XQuery | XSL変換 (F10)」 、または対応するツールバーアイコン： アクティブ
な XML ドキュメントをその XML ファイルに割り当てられた XSL スタイルシートを使って変
換します。XSL ファイルがまだ割り当てられていない場合、割り当てを行うプロンプトが表示さ
れます。

注意:XMLSpy は 1.0、2.0、 および 3.0 XSLT エンジンを搭載しています。正しいエンジンは xsl:stylesheet
か xsl:transform 要素のバージョン情報をもとに、XMLSpy により自動的に選択されます。このチュートリアル
の変換では、XSLT 1.0 スタイルシートが使用されます。XSL 変換 コマンドが起動されたときには、変換のための
XSLT 1.0 エンジンが自動的に選択されます。
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XSLT ファイルの割り当て7.1

CompanyLast.xml ファイルに XSLT ファイルを割り当てるには：:
 

1. メインウィンドウの CompanyLast.xml タブをクリックして CompanyLast.xml をアクティブにし、テキストビュー
に切り替えます。

2. メニューオプションの 「XSL/XQuery | XSLの割り当て」 を選択します。
3. 参照ボタンをクリックして、Tutorial フォルダーから Company.xsl ファイルを選択します。（XML ドキュメント内に
記述される）XSL ファイルへのパスを相対パスにしたい場合は、「CompanyLast.xml からの相対パスにする」
にチェックを入れます。

 

 
4. 「OK」 をクリックして XSL ファイルを XML ドキュメントに割り当てます。
5. グリッドビューに切り替えて割り当てを確認します（下のスクリーンショットを参照）。

 

 
XSL ファイルを参照する XML-stylesheet 処理命令が XML ドキュメントファイルに挿入されます。
「CompanyLast.xml からの相対パスにする」 チェックボックスを有効にした場合、表示されるパスが相対パスに
なり、そうでない場合は絶対パスが使用されます。
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XMLファイルの変換7.2

割り当てを行ったXSLファイルを使用してXMLドキュメントを変換するには:
 

1. XML ファイルがアクティブになっていることを確認します。

2. メニューオプションから 「XSL/XQuery | XSL変換 (F10)」 を選択するかアイコン  をクリックします。この操
作により XML ドキュメントで参照されている XSL スタイルシートを使用した変換が開始されます
Company.xsl ファイルは XSLT 1.0 ドキュメントなので、変換には Altova XSLT 1.0 エンジンが自動的に
選択されます）。出力されたドキュメントが XSL output.html というファイル名でブラウザービューに表示されま
す（HTML 出力ファイルが生成されない場合、オプションダイアログ （ツール | オプション）の XSL タブにて、「出力
ファイルのデフォルト拡張子」 を html に設定してください）。HTML ドキュメントには会社 （Company） の情
報と、人物 （Person）の情報が表示されます。

 

メモ: 出力ファイルの内容にテーブルのヘッダだけが表示され、その内容が表示されない場合、スキーマのターゲット
名前空間を、このチュートリアルのはじめにある 名前空間の定義で記述された通りになっているか確認してくださ
い。名前空間はすべてのファイル（スキーマ、XML、そして XSL）で一致していなければなりません。
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XSLファイルの修正7.3

XSL ドキュメントを修正することで、出力ファイルを変更することができます。例えば、HTML 出力のテーブルの背景色をライ
ムから黄色に変更してみましょう。

以下を行います:
 

1. CompanyLast.xml タブをクリックしてドキュメントをアクティブにします。グリッドビューにいることを確認してくださ
い。

2. メニューオプションから 「XSL/XQuery | XSLへ移動」 を選択します。このコマンドで XML ドキュメントにより参
照されている Company.xsl ファイルが開かれます。

3. <テーブル border="1" bgcolor="lime"> という行を見つけ出し、 bgcolor="lim e" を bgcolor="yellow" に変
更します。

4. メニューオプション 「ファイル | 保存」 を選択して、XSL ファイルの変更を保存します。
5. CompanyLast.xml タブをクリックして XML ファイルをアクティブにします。その後 「XSL/XQuery | XSL変
換」 を選択するか 「F10」  を押します。新しい XSL Output.html ファイルが XMLSpy のブラウザービュー
に表示されます。テーブルの背景色が黄色になっています。

 

 
6. メニューオプションから 「ファイル | 保存」 を選択し、Company.html という名前でドキュメントを保存します。



70 XMLSpy チュートリアル プロジェクト管理

(C) 2017 Altova GmbHAltova XMLSpy 2017 Enterprise Edition

プロジェクト管理8

このセクションでは XMLSpy のプロジェクト管理機能を紹介します。XML ファイルをプロジェクトにより管理する利点を学習
した後、作成したファイルを簡単なプロジェクトで管理することにします。
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プロジェクトの利点8.1

XML ファイルをプロジェクトにより管理すると以下のような利点があります：
 
ファイルの拡張子やその他の条件により、複数のファイルや URL をフォルダーにまとめることができます。
フォルダーまたはプロジェクト全体に対してバッチ処理を行うことができます。
DTD または XML スキーマを指定したフォルダーに割り当て、フォルダー内のファイルに対して検証を行うことができます。
XSLT ファイルを指定したフォルダーに割り当て、割り当てた XSLT を使ってそのフォルダー内にある XML ファイルの変
換を行うことができます。
XSL 変換の出力ファイルの変換先を指定することができます。

上のプロジェクト設定は、全てメニューオプションの 「プロジェクト | プロパティ」 にて行うことができます。次のセクションでは、
プロジェクトメニューを使ってプロジェクトを作成します。
 
メニューオプションの 「プロジェクト | ソース管理 | ソース管理に追加」 により XML ファイルをソース管理に置くことがで
きます（詳しくはオンラインマニュアルの ソース管理セクション を参照してください）。
パーソナルネットワーク ならびに ウェブフォルダー もプロジェクトに追加し、バッチ検証を行うことができます。
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プロジェクトの作成8.2

これまでの過程で、メインウィンドウ内には様々なファイルが開かれているはずです。これらのファイルをチュートリアルプロジェクト
の中にまとめることができます。まずは新しいプロジェクトを作成し、その後チュートリアルのファイルを対応するプロジェクトのサブ
フォルダーに追加していきます。

基本的なプロジェクトの作成
新しいプロジェクトを作成するには：
 

1. .メニューオプションから 「プロジェクト | 新規プロジェクトを作成」 を選択します。 新しいプロジェクト という名前の
新しいプロジェクトがプロジェクトウィンドウに作成されます。新しいプロジェクトには典型的な XML ファイルのカテゴリ
フォルダーが作成されます。
 

 
2. CompanyLast.xml タブをクリックし、メインウィンドウの CompanyLast.xml ファイルをアクティブにします。  
3. メニューオプションから 「プロジェクト | プロジェクトにアクティブならびに関係するファイルを追加」 を選択します。

CompanyLast.xml と AddressLast.xsd の２つのファイルがプロジェクトに追加されます。処理命令で参
照されるファイル（例えば XSLT ファイル）は関係するファイルとは見なされないことに注意してください。

4. メニューオプションから 「プロジェクト | プロジェクトを保存」 を選択します。プロジェクトを Tutorial という名前
で保存します。

プロジェクトにファイルを追加する
プロジェクトには他のファイルを追加することもできます：
 

1. CompanyLast.xml 以外の開かれている任意の XML ファイル（.xml の拡張子がついたファイル）を選択し
て、アクティブにします（XML ファイルが他に開かれていない場合は、XML ファイルを開くか作成してください）。

2. メニューオプションから 「プロジェクト | プロジェクトにアクティブなファイルを追加」 を選択します。その .xml ファイ
ルの種類をもとに、XML ファイルがプロジェクトの XML ファイル フォルダーに追加されます。

3. 同様に、HTML ファイルと XSD ファイル（例えば Company.html と AddressFirst.xsd ファイル）をプロ
ジェクトに追加します。これらのファイルはそれぞれ HTML File フォルダーと DTD/Schemas フォルダーに追加さ
れます。

4. メニューオプションの 「プロジェクト | プロジェクトを保存」 を選択するか、プロジェクトウィンドウ内のファイルまたは
フォルダーを選択し、ツールバーの保存アイコン（または 「ファイル | 保存」）をクリックしてプロジェクトを保存します。

メモ: プロジェクトフォルダーを右クリックして「アクティブなファイルを追加」を選択することで、そのフォルダーにアクティブなファ
イルを追加することができます。

その他の便利なコマンド
その他にも良く使われる以下のプロジェクトコマンドがあります：
 

新しいフォルダーをプロジェクトに保存するには、「プロジェクト | プロジェクトにプロジェクトフォルダーを追加」 を
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選択して、プロジェクトフォルダーの名前を入力します。
プロジェクトのフォルダーを削除するには、フォルダーを右クリックして、コンテキストメニューから 「削除」 を選択しま
す。
プロジェクトのファイルを削除するには、ファイルを右クリックして 「Delete」 キーを押下します。
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おしまい9

ここまでくれば、おめでとう。そしてありがとう！

このチュートリアルは XMLSpy の基本を学習するのに役立ったでしょうか？より詳しい情報を知りたいときには、オンラインヘ
ルプを参照するか、XMLSpy アプリケーションフォルダーにある PDF 版のチュートリアル（tutorial.pdf）を印刷してく
ださい。
 



(C) 2017 Altova GmbH

Index 75

Index

<
<%SPY- GEN%> でのプロジェクト,

その利点, 71

作成方法, 72

<%SPY- GEN%> でのプロジェクト管理, 70

X
XML スキーマ, 13

XML ドキュメントを編集中に修正する, 64

コンポーネンツの追加, 17

チュートリアル, 13

デザインビューでのナビゲーション, 39

ビューの設定, 22

基本的なスキーマの作成, 13

新しいファイルの作成, 14

名前空間の定義, 16

要素を追加する, 21

XML スキーマ定義,

高度な機能, 27

XML ドキュメント,

テキストビューにて修正, 51

新規に作成, 46

妥当性をチェックする, 54

XML ドキュメント作成,

チュートリアル, 45

xsi:type,

使用方法, 48

XSL 変換,

XSLT を参照, 66

XSLT,

<%SPY- GEN%>にて修正する, 69

XSLT へ変換,

XSLT ファイルを割り当てる, 67

XSLT 変換,

<%SPY- GEN%>にて, 68

チュートリアル, 66

Z
グリッドビュー, 58

データの入力, 50

とテーブルビュー, 60

入力ヘルパを使用する, 58

要素と属性の追加, 58

グローバル要素,

XML スキーマを使用する, 34

コンテンツモデル,

基本的なモデルの作成, 17

切り替え属性, 36

コンテンツモデルビュー, 14

コンポーネント定義,

再利用する, 28

コンポジッター,

シーケンスコンポジッター, 17

シーケンスコンポジッター,

使用する, 17

スキーマ,

XML スキーマを参照, 13

ドキュメンテーション, 41

スキーマビュー,

ビューの設定, 22

スキーマ概要, 14

データベース/テーブルビュー,

使用方法, 60

テーブルビュー,

使用方法, 60

テキストビュー,

編集, 51

ドキュメンテーション,

スキーマ, 41

ナビゲーション,

スキーマデザインでのショートカット, 39

拡張グリッドビュー,

グリッドビューを参照, 50

型,

XML ドキュメントでの拡張, 48

検証,

XML ドキュメント, 54

出現,

回数, 17

省略可能な要素,

作成, 24

詳細入力ヘルパー, 17



Index

(C) 2017 Altova GmbH

76

新規 XML ドキュメント,
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整形式のチェック,

XML ドキュメントに対して, 54

属性, 36

コンテンツモデルビューに切り替え, 36

スキーマ定義にて, 36

単純型,

スキーマ定義にて, 28

同一性制約,

コンテンツモデルビューに切り替え, 36

入力ヘルパー,

グリッドビューにて, 58

詳細, 17

複合型, 28

スキーマ定義にて, 28

定義を拡張する, 28

名前空間,

スキーマ内の, 16

要素, 24

省略可能にする, 24

内容を制限する, 24

要素の型,

XML ドキュメントで指定する, 48

列挙,

属性を定義する, 36


	XMLSpy チュートリアル
	XMLSpy インターフェイス
	表示
	ウィンドウ
	メニューとツールバー
	テキストビューの設定

	XML スキーマ：基本
	新しい XML スキーマファイルの作成
	名前空間の定義
	コンテンツモデルの定義
	ドラッグアンドドロップによる要素の追加
	コンテンツモデルビューの構成
	基本的なスキーマの完成

	XML スキーマ: 高度な機能
	複合型と単純型を扱う
	グローバル要素の参照
	属性と列挙型

	XML スキーマ：XMLSpy の機能
	スキーマナビゲーション

	スキーマドキュメンテーション
	XML ドキュメント
	新規 XML ファイルの作成
	要素の型の指定
	グリッドビューを使ったデータの入力
	テキストビューを使ったデータの入力
	ドキュメントの検証
	要素と属性の追加
	データベース/テーブルビューでの編集
	スキーマの修正

	XSLT 変換
	XSLT ファイルの割り当て
	XMLファイルの変換
	XSLファイルの修正

	プロジェクト管理
	プロジェクトの利点
	プロジェクトの作成

	おしまい


